<研究報告>肺門部の局所解剖學的關係(〔第 4 部〕外科療法部) by 高龜, 正治
Title<研究報告>肺門部の局所解剖學的關係(〔第 4 部〕外科療法部)
Author(s)高龜, 正治



















お図 り1削 ､た宇多野療養所 日下部周利斬長に深甚の謝意を表する∩)
手術前後の体温嚢
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高 島 正 治
第 2回日本胸部外科学 倉 (昭和24年10月)演説抄錬






























常 盤 太 助
結核性肺茎洞に対し肺盛況貯法の有効な事は諭を侠つ迄 もないが､ 本法には二つの本数的な欠点が
ある｡ その-つは本法では茎洞内隆を清浮化する事なしに､即ち多数の強力な結核菌や多量の乾魔性
物質を含んだま ゝで肺を虚脱せしめる事であり､ 他の一つは意識的に茎洞及び誘導寮管枝を閉鎖せし
め､蒸洞内容物を体外に向って排除する事なしに却って肺円に閉じ込める事であるO 尤 も結核症は一一
